
 

 

擁壁の設計 

サンプルデータ 

 

詳細出力例 

 

 

MANUCHO14 

 

 

 

「大型ブロック積み擁壁設計・施工マニュアル」 

盛土部擁壁の設計計算例 

 



目次

  1章 設計条件                                                                      1

    1.1 一般事項                                                                    1

    1.2 適用基準                                                                    1

    1.3 形式                                                                        1

    1.4 形状寸法                                                                    1

    1.5 使用材料                                                                    1

    1.6 土砂                                                                        2

    1.7 載荷荷重                                                                    3

    1.8 衝突荷重                                                                    3

    1.9 その他荷重                                                                  3

    1.10 浮力                                                                       3

    1.11 土圧                                                                       4

    1.12 水圧                                                                       4

    1.13 基礎の条件                                                                 4

      1.13.1 許容せん断抵抗算出用データ                                             4

      1.13.2 鉛直支持力算出用データ                                                 5

    1.14 安定計算の許容値及び部材の許容応力度                                       5

      1.14.1 安定計算の許容値                                                       5

      1.14.2 部材の許容応力度                                                       5

  2章 安定計算                                                                      6

    2.1 水位を考慮しないブロックデータ                                              6

    2.2 躯体自重，土砂重量，その他荷重，浮力（揚圧力）による鉛直力、水平力          6

    2.3 土圧・水圧                                                                  6

    2.4 作用力の集計                                                                8

    2.5 安定計算結果                                                                9

      2.5.1 転倒に対する安定                                                        9

      2.5.2 滑動に対する安定                                                        9

      2.5.3 支持に対する照査                                                        9

      2.5.4 鉛直支持力の照査                                                       11

  3章 竪壁の設計                                                                   14

    3.1 竪壁基部の設計                                                             14

      3.1.1 水位を考慮しないブロックデータ                                         14

      3.1.2 躯体自重，その他荷重                                                   14

      3.1.3 土圧・水圧                                                             14

      3.1.4 壁面地盤反力                                                           16

      3.1.5 断面力の集計                                                           17

      3.1.6 断面計算（許容応力度法）                                               17



FORUM8

- 1 -

1章 設計条件

 

1.1 一般事項

    データ名：MANUCHO14.f8r (コメント：大型ブロック積み擁壁設計・施工マニュアル設計例)

    タイトル：盛土部擁壁（地盤係数法）

    コメント：大型ブロック積み擁壁設計・施工マニュアル設計例

 

1.2 適用基準

  (社)日本道路協会、道路土工  擁壁工指針  平成11年3月

 

1.3 形式

『もたれ式－B（直接基礎）』

 

1.4 形状寸法

 

                  奥行方向幅（ブロック長） B ＝ 10000(mm)

 

 

 

1.5 使用材料

 

              【コンクリート】    竪壁（無筋コンクリート）：σck ＝    18  (N/mm 2)

 

              【 内部摩擦角 】    背  面  土  砂：        35.00 (度)
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              【単位体積重量】

                                                            (kN/m 3)

躯  体

  水  

         土    砂         

         背    面         

         前    面         

 無筋コンクリート 

  浮力算出用      

       23.000     

        9.800     

湿潤重量

 20.000 

 20.000 

飽和重量

 21.000 

 21.000 

 

              【設計水平震度】  躯      体：  Kh ＝  0.13

                                土砂(前面)：  Kh ＝  0.13

                                    (背面)：  Kh ＝  0.13

 

1.6 土砂

(1)背面土砂形状

 

擁壁天端と地表面始点のレベル差           (m)

土圧を考慮しない高さHr             　　　(m)

  0.000 

  0.000 

 

(2)前面土砂形状

  [1]常時, 衝突時

 

　 高さ 　

   1.200  

　　 安定計算 　　

 鉛直力 

 無  視 

 水平力 

 無  視 

つま先版
の設計時
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1.7 載荷荷重

  [1]常時

番
号

載荷位置
   (m)  

 載荷幅 
   (m)  

 荷重強度 (kN/m2) 

 始端側  終端側 

有効な検討

安
定

竪
壁

底
版

1    0.000      ∞  10.000  10.000 ○ ○ ×

 

 

 

1.8 衝突荷重

  防護柵の種類：支柱式防護柵

  [1]衝突時    

作用位置
   (m)  

 載荷幅 
   (m)  

衝突荷重
  (kN)  

  0.600   1.000  30.000 

 

 

1.9 その他荷重

            考慮しない

 

 

1.10 浮力

          ・揚圧力として浮力相当分を考慮する
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1.11 土圧

          ・土圧の作用面の壁面摩擦角(度)

 荷  重 
 状  態 

 常  時 

 地震時 

             主働土圧             

安定計算時

  23.333  

  17.500  

断面計算時

  23.333  

  17.500  

   切土   

  

  

 受働土圧 

  

  

 

          ・安定計算時の土圧の仮想背面は、竪壁背面

 

          ・安定計算時の土圧作用面が鉛直面となす角度  -26.565  (度)

 

          ・竪壁設計時の土圧作用面が鉛直面となす角度  -26.565  (度)

 

          ・粘着力(kN/m2)

 荷  重 
 状  態 

 常  時 

 地震時 

すべり面用

   0.000  

  12.000  

粘着高さ用

   0.000  

  12.000  

 

          ・水位以下の土圧算出時の地震時慣性力は設計水平震度を適用

 

 

1.12 水圧

          ・静水圧の取扱い

 荷  重 
 状  態 

 常  時 

 地震時 

  背  面  

  考  慮  

  考  慮  

  前  面  

  考  慮  

  考  慮  

 

 

1.13 基礎の条件

 

1.13.1 許容せん断抵抗算出用データ

照査に用いる底版幅                          

基礎底面と地盤との間の付着力  CB   (kN/m2)

基礎底面と地盤との間の摩擦係数tanφB      

  全  幅  

    0.000 

    0.700 
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1.13.2 鉛直支持力算出用データ

地盤の粘着力  c                    (kN/m2)

地盤のせん断抵抗角  φ              (度)    

形状係数  (α，  β)                        

寸法効果                                    

寸法効果の程度を表す補正係数 λ             

              〃             ν             

              〃             μ             

  100.000 

   35.00  

  長方形  

 考慮する 

  -0.333  

  -0.333  

  -0.333  

 

  荷重状態（水  位）  
    根入れ深さ(m)     

    Df      D'f 

 単位体積重量(kN/m3)

    γ1     γ2 

常時(水位1)           

衝突時(水位1)         

地震時(水位1)         

   1.200  

   1.200  

   1.200  

   0.000  

   0.000  

   0.000  

  18.0000 

  18.0000 

  18.0000 

  18.0000 

  18.0000 

  18.0000 

        ここに、

              Df ：基礎の有効根入れ深さ(m)

              D'f ：支持地盤あるいは支持地盤と同程度良質な地盤に根入れした深さ(m)

              γ1：支持地盤の単位体積重量(kN/m3)

              γ2：根入れ地盤の単位体積重量(kN/m3)

 

 

1.14 安定計算の許容値及び部材の許容応力度

 

1.14.1 安定計算の許容値

  荷  重  
  状  態  転倒安全率 滑動安全率

鉛直支持力
 算出時の 
  安全率  

   許容   
 支持力度 
  (kN/m2) 

   常時   

  衝突時  

  地震時  

   1.500  

   1.200  

   1.200  

   1.500  

   1.200  

   1.200  

   3.000  

   2.000  

   2.000  

  1000.000

  1500.000

  1500.000

 

1.14.2 部材の許容応力度

  (1)無筋コンクリート部材

 

   1)  竪壁

                                                      (N/mm 2)

  荷  重  
  状  態  

割増
係数

コンクリート
の圧縮応力度
    σca    

コンクリート
の引張応力度
    σta    

  せん断  
  応力度  
   τa1   

   常時   

  衝突時  

  地震時  

1.00

1.50

1.50

     4.500  

     6.750  

     6.750  

    0.230   

    0.345   

    0.345   

   0.330  

   0.495  

   0.495  
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2章 安定計算

 

2.1 水位を考慮しないブロックデータ

 

(1)躯体自重

  1)ブロック割り

 

 

  2)自重・重心

区
分

             計算式             
      幅 × 高さ × 奥行        

  体積  
 Vi(m3) 

    重心位置(m)   

   Xi      Yi   
 Vi・Xi  Vi・Yi      備考     

 1
 2
 3

Σ

         7.400×12.000×  1.000 
  -1/2× 6.000×12.000×  1.000 
  -1/2× 6.000×12.000×  1.000 

                                

  88.800
 -36.000
 -36.000

  16.800

   3.700
   2.000
   5.400

  

   6.000
   8.000
   4.000

  

 328.560
 -72.000
-194.400

  62.160

 532.800
-288.000
-144.000

 100.800

              
              
              

              

                重心位置  XG ＝ Σ（Vi・Xi）／ΣVi ＝   62.160／  16.800 ＝    3.700 (m)

                          YG ＝ Σ（Vi・Yi）／ΣVi ＝  100.800／  16.800 ＝    6.000 (m)

 

 

2.2 躯体自重，土砂重量，その他荷重，浮力（揚圧力）による鉛直力、水平力

  (1)自重による作用力

  [1]常時

  位  置  

 躯    体 

              鉛直力              
           W ＝ γ ・ V           
               (kN)               

   23.000 ×  16.800 ＝  386.400

  作用位置  
     X      
    (m)     

    3.700   

 

2.3 土圧・水圧

  [1]常時 (水位1)

  土圧は試行くさび法により求める。

  仮想背面の位置（つま先からの距離）      xp  ＝   1.400 m

                                          yp  ＝   0.000 m

  仮想背面の高さ                           H  ＝  12.000 m

  仮想背面が鉛直面となす角度              α  ＝ -26.565 °

  背面土砂の単位体積重量                 γs  ＝  20.000 kN/m3

  背面土砂の内部摩擦角                    φ  ＝   35.00 °

  壁面摩擦角                    δ ＝ 2／3φ  ＝  23.333 °

  すべり角の変化範囲                     ωi  ＝   10.00 °～   80.00 °
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  すべり角(ω)に対する土砂重量(W)，土圧力(P)

  水位  hw ＝ 0.000 m

 すべり角 
  ω(°)  

            土砂重量  W(kN)           

水位以上 水位以下 上載荷重   合計  

  土圧力  
  P (kN)  

     47.00

     48.00

     49.00

 622.822

 576.582

 531.773

   0.000

   0.000

   0.000

  51.902

  48.048

  44.314

 674.724

 624.630

 576.087

   145.390

   146.345

   145.918

 

  土圧力が最大となるのは、

      ω ＝ 48.00°のとき  P ＝ 146.345 kN

  である。

  土圧力

        ＝ 146.345 kN

 

  このときの土圧力の水平成分、鉛直成分、作用位置は次のようになる。

  水平成分

      Ph ＝ P・cos(α＋δ) ＝ 146.345×cos(-26.565°＋23.333°) ＝ 146.112 kN

  鉛直成分

      Pv ＝ P・sin(α＋δ) ＝ 146.345×sin(-26.565°＋23.333°) ＝  -8.250 kN

  作用位置

 

       x ＝ xp－Ho・tanα ＝ 1.400－4.000×tan-26.565°＝ 3.400 m

       y ＝ yp＋Ho ＝ 0.000＋4.000 ＝ 4.000 m

 

・土圧図
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2.4 作用力の集計

  (1)躯体前面での作用力の集計

  [1]常時 (水位1)

  項  目    鉛直力  
  Ni (kN) 

  水平力  
  Hi (kN) 

       アーム長       

  Xi (m)    Yi (m)  

   回転モーメント(kN.m)  

Mxi＝ Ni・Xi Myi＝ Hi・Yi

 自    重 

 土    圧 

 合    計 

  386.400 

   -8.250 

  378.150 

    0.000 

  146.112 

  146.112 

    3.700 

    3.400 

  

    0.000 

    4.000 

  

  1429.680  

   -28.050  

  1401.630  

     0.000  

   584.448  

   584.448  

 

  荷重状態（水  位）      No    
   (kN)   

    Ho    
   (kN)   

      Mo      
   (kN.m)   

常時(水位1)             378.150   146.112     817.182 

 

  (2)躯体中心での作用力の集計

 

                鉛  直  力            ：N c ＝ No              (kN)

                水  平  力            ：H c ＝ Ho              (kN)

                回 転 モ ー メ ン ト  ：M c ＝ No・Bj／2.0－Mo (kN.m)

          ここに、

                躯体土圧方向幅  ：Bj ＝ 1.400           (m)

 

   ■単位幅当り

  荷重状態（水  位）      Nc    
   (kN)   

    Hc    
   (kN)   

     Mc     
   (kN.m)   

常時(水位1)              378.150    146.112    -552.477 

 

   ■全幅(10.000m)当り

  荷重状態（水  位）      Nc    
   (kN)   

    Hc    
   (kN)   

     Mc     
   (kN.m)   

常時(水位1)             3781.500   1461.120   -5524.771 
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2.5 安定計算結果

2.5.1 転倒に対する安定

 

          ここに、

                Mr：抵抗モーメント

                Mo：回転モーメント

 

  荷重状態（水  位）      Mr    
  (kN.m)  

    Mo    
  (kN.m)  

          安全率          

 F ＝ Mr/Mo      許容値   

常時(水位1)            1401.630   584.448      2.398  ≧     1.500  

 

2.5.2 滑動に対する安定

 

      ここに、

            ΣV：底版下面における全鉛直荷重(kN)

            ΣH：底版下面における全水平荷重(kN)

             μ：底版と支持地盤の間の摩擦係数, μ＝0.700

             CB ：底版と支持地盤の間の付着力(kN/m2), CB ＝ 0.000

             B ：底版幅(m), B ＝ 1.400

  荷重状態（水  位）   鉛直荷重 
 ΣV(kN)  

 水平荷重 
 ΣH(kN)  

  安全率   必要安全率 
    Fs          Fsa   

常時(水位1)             378.150   146.112    1.812  ≧   1.500   

 

2.5.3 支持に対する照査

常時(水位1)

・壁面の地盤反力を考慮する

 

    参考文献「続・擁壁の設計法と計算例」（理工図書）より、壁面の地盤反力を考慮して

    以下のように地盤反力度に対する検討を行う。

 

    (1)壁面に作用する地盤反力度の作用幅の算出

      壁面が前方へ変位する領域l1 ＝  5.618 (m)

      壁面が後方へ変位する領域l2 ＝ l－l1 ＝  7.799 (m)

          ここに、

          l  ：壁長 ＝ 13.416 (m)

 

    (2)バネ定数
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    (3)つま先位置の変位算出

      A11 ＝ Ks・B＋Kt・l2cos2α

      A12 ＝ A21 ＝ Kt・l2sinαcosα

      A22 ＝ Kv・B＋Kt・l2sin2α

 

 

          ここに、Ho：つま先位置での水平力      (kN/m)

                  Vo：      〃      鉛直力      (kN/m)

                  Mo：      〃      モーメント  (kN.m)

                  uo：      〃      水平変位     (m)

                  vo：      〃      鉛直変位     (m)

                  θ：      〃      回転変位     (rad)

 

 

      上記剛性方程式より、

        uo ＝ -0.0038533 (m)    vo ＝ 0.0034167(m)    θ ＝ 0.0002913(rad)

 

    (4)地盤反力度の照査

      壁面の地盤反力度     qt  ＝ Kt{uo・cosα＋vo・sinα＋(B・sinα＋l)θ} ＝   13.084 (kN/m 2)

      底面の水平地盤反力度 qh  ＝ Ks・uo          ＝ -135.460(kN/m 2)

        〃  鉛直地盤反力度 qv1 ＝ Kv・vo          ＝  240.226(kN/m 2)

                           qv2 ＝ Kv・(vo＋B・θ) ＝  268.895(kN/m 2)

 

      qmax ＝  268.895 ≦ 1000.000 kN/m2... OK
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2.5.4 鉛直支持力の照査

   (1)極限支持力の計算

  荷重状態（水  位）  
       深さ(m)        

    Df        D'f   

   単位重量(kN/m3)    

    γ1       γ2   

    上載荷重    
q=γ2Df (kN/m2) 

常時(水位1)              1.200     0.000     18.000     18.000       21.600     

 

            ここに、

                  qd ：荷重の偏心傾斜を考慮した地盤の極限支持力度 (kN/m 2)

                  c ：地盤の粘着力 (kN/m2)，c ＝ 100.000

                  q ：上載荷重 (kN/m2)，q ＝ γ2Df

            γ1，γ2 ：支持地盤および根入れ地盤の単位重量 (kN/m3)

                       ただし、地下水位以下では水中単位重量を用いる。

                  Be ：荷重の偏心を考慮した基礎の有効載荷幅(m)，B e ＝ B－2eB

                  B ：基礎幅 (m)，B ＝ 1.400

                  eB ：底面に作用する鉛直地盤反力の偏心量 (m)

                  qV1：底面前側の鉛直地盤反力度 (kN/m2)

                  qV2：底面後側の鉛直地盤反力度 (kN/m2)

                  Df ：基礎の有効根入れ深さ (m)

              α，β：基礎の形状係数，α ＝ 1＋0.3Be／L，β ＝ 1－0.4Be／L

                      ただし、Be／L＞1 の場合,Be／L ＝ 1 とする。

                  L ：基礎の奥行き(m)，L ＝ 10.000

                  κ：根入れ効果に対する割増し係数，κ ＝ 1＋0.3D' f／Be

                 D'f ：支持地盤あるいは支持地盤と同程度良質な地盤に根入れした深さ (m)
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           Nc，Nq，Nγ：上界法より求められた支持力係数

                  φ ：地盤のせん断抵抗角 (度)，φ ＝ 35.00

              ω，α'：速度場の角度 (度)

               tanθ ：荷重の傾斜, tanθ ＝ Qh／Qv

                  Qh ：基礎底面の水平地盤反力(kN)，Qh ＝ Hb ＋ Qt・cosｊ

                  Qv ：基礎底面に鉛直地盤反力(kN)，Qv ＝ V  － Qt・sinｊ

                  V  ：基礎底面に作用する鉛直荷重(kN)

                  Hb ：基礎底面に作用する水平荷重(kN)

                  Qt ：壁面の地盤反力(kN)

                  ｊ ：壁背面と鉛直面のなす角度(度)，ｊ＝26.565

           Sc，Sq，Sγ：支持力係数の寸法効果に関する補正係数，S c ＝ 0.465

                      Sc ＝ (c*)λ，Sq ＝ (q*)ν，Sγ ＝ (B*)μ

          λ，ν，μ：寸法効果の程度を表す係数

                      λ ＝ -0.333，ν ＝ -0.333，μ ＝ -0.333

                  c* ：c* ＝ c／c0    ただし、1 ≦ c* ≦ 10

                  c0 ：10  (kN/m2)

                  q* ：q* ＝ q／q0    ただし、1 ≦ q* ≦ 10

                  q0 ：10  (kN/m2)

                  B* ：B* ＝ Be／B0    ただし、1 ≦ B* 

                  B0 ：1.0 (m)

 

  荷重状態（水  位）  
地盤反力度
    qV1  
  (kN/m2)

地盤反力度
    qV2  
  (kN/m2)

  偏心量  
    eB   
    (m)   

 有  効   
 載荷幅   
  Be (m)  

常時(水位1)              240.226    268.895    -0.013     1.426 

  荷重状態（水  位）  
 水平荷重 
    Hb    
   (kN)   

 鉛直荷重 
    V     
   (kN)   

 壁  面   
 地盤反力 
  Qt(kN)  

 水  平   
 地盤反力 
  Qh(kN)  

 鉛  直   
 地盤反力 
  Qv(kN)  

常時(水位1)              146.112    378.150     51.017    191.743    355.334

  荷重状態（水  位）  
 tanθ    
 ＝Qh／Qv 

    ω    
   (度)   

    α'  
   (度)   

      支持力係数      

  Nc    Nq    Nγ 

常時(水位1)              0.540     101.600     50.900 12.420  8.083  4.937
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              qa ＝ qd／n

            ここに、

                  qa ：荷重の偏心傾斜、支持力係数の寸法効果を考慮した許容支持力度

                  n ：安全率

 

  荷重状態（水  位）  
   形状係数   

  α    β  

 割増 
係数κ

   補正係数   

  Sq    Sγ  

    極限    
  支持力度qd  
   (kN/m2)   

許容支持力度 
     qa   
   (kN/m2)   

常時(水位1)            1.041  0.945  1.000  0.774  0.889      788.884      262.961

 

   (2)鉛直支持力の照査

 

              Qa ＝ Ae・qa

            ここに、

                  Ae：有効載荷面積(m2)

                  qa：許容支持力度(kN/m)

 

  荷重状態（水  位）  
有    効
載荷面積
 Ae (m2)

許容支持力度
     qa   
   (kN/m2)   

 作用鉛直力    許容支持力 
     V             Qa   
    (kN)          (kN)    

常時(水位1)              1.426      262.961   355.334 ≦      374.983 
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3章 竪壁の設計

 

3.1 竪壁基部の設計

3.1.1 水位を考慮しないブロックデータ

  (1)ブロック割り

 

 

  (2)体積・重心

区
分

 1
 2
 3

Σ

            計算式            
     幅 × 高さ × 奥行       

       7.400×12.000×  1.000 
-1/2× 6.000×12.000×  1.000 
-1/2× 6.000×12.000×  1.000 

  体積  
 Vi(m3) 

  88.800
 -36.000
 -36.000

  16.800

  重心位置(m) 

  Xi  

 3.700
 2.000
 5.400

  

  Yi  

 6.000
 8.000
 4.000

  

 Vi・Xi 

 328.560
 -72.000
-194.400

  62.160

 Vi・Yi 

 532.800 
-288.000 
-144.000 

 100.800 

     備考     

                重心  XG ＝ Σ（Vi・Xi）／ΣVi ＝   62.160／  16.800 ＝    3.700 (m)

                      YG ＝ Σ（Vi・Yi）／ΣVi ＝  100.800／  16.800 ＝    6.000 (m)

 

 

3.1.2 躯体自重，その他荷重

  (1)躯体自重

  [1]常時

  位  置  

躯体(無筋)

           W ＝ γ ・ V           
               (kN)               

   23.000 ×  16.800 ＝  386.400  

  作用位置  
   X  (m)   

   -3.000   

 

 

3.1.3 土圧・水圧

 

  [1]常時 (水位1)

  土圧は試行くさび法により求める。

  仮想背面の位置（断面中心からの距離）    xp  ＝   0.700 m

                                          yp  ＝   0.000 m

  仮想背面の高さ                           H  ＝  12.000 m

  仮想背面が鉛直面となす角度              α  ＝ -26.565 °

  背面土砂の単位体積重量                 γs  ＝  20.000 kN/m3

  背面土砂の内部摩擦角                    φ  ＝  35.000 °

  壁面摩擦角                    δ ＝ 2／3φ  ＝  23.333 °
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  すべり角の変化範囲                     ωi  ＝   10.00 °～  80.00 °

 

  すべり角(ω)に対する土砂重量(W)，土圧力(P)

  水位  hw ＝ 0.000 m

 すべり角 
  ω(°)  

            土砂重量  W(kN)           

水位以上 水位以下 上載荷重   合計  

  土圧力  
  P (kN)  

     47.00

     48.00

     49.00

 622.822

 576.582

 531.773

   0.000

   0.000

   0.000

  51.902

  48.048

  44.314

 674.724

 624.630

 576.087

   145.390

   146.345

   145.918

 

  土圧力が最大となるのは、

      ω ＝ 48.00°のとき  P ＝ 146.345 kN

  である。

  土圧力

        ＝ 146.345 kN

 

  このときの土圧力の水平成分、鉛直成分、作用位置は次のようになる。

  水平成分

      Ph ＝ P・cos(α＋δ) ＝ 146.345×cos(-26.565°＋23.333°) ＝ 146.112 kN

  鉛直成分

      Pv ＝ P・sin(α＋δ) ＝ 146.345×sin(-26.565°＋23.333°) ＝  -8.250 kN

  作用位置

 

       x ＝ Ho・tanα－xp ＝ 4.000×tan-26.565°－0.700 ＝ -2.700 m

       y ＝ yp＋Ho ＝ 0.000＋4.000 ＝ 4.000 m

 

・土圧図
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3.1.4 壁面地盤反力

 

      ・台形分布の場合

 

      ・lz ＜ l2 の場合

 

      ・lz ≧ l2 の場合

      ここに、

            Qtz：設計断面位置での壁面地盤反力の合力(kN)

            qtz：lz区間下端の壁面地盤反力度(kN/m2)

            αz：壁面地盤反力の合力作用位置(m)

             lz：zの位置での壁面長(m), lz ＝ 13.416

             z ：天端からの鉛直距離(m), z ＝ 12.000

             l2：壁面地盤反力の作用幅(m)

             Qt：壁面地盤反力の合力(kN)

             qt：lz区間上端の壁面地盤反力度(kN/m2)

             qtl：壁面下端での壁面地盤反力度(kN/m2)

  荷重状態（水  位）  

常時(水位1)           

    l2  
    (m)   

    7.799 

    qt  
  (kN/m2) 

    13.084

    qtz 
  (kN/m2) 

     0.000

   Qtz  
   (kN)   

    51.017

    αz 
    (m)   

   10.817 

 

             Ntz ＝ －Qtz・sinα

             Stz ＝ Qtz・cosα

             Mtz ＝ Qtz・(bz/2・sinα＋αz)

      ここに、

            Ntz：設計断面位置での壁面地盤反力による軸力(kN)

            Stz：設計断面位置での壁面地盤反力によるせん断力(kN)

            Mtz：設計断面位置での壁面地盤反力によるモーメント(kN.m)

            bz ：部材厚さ(m), bz ＝ 1.400

            α ：壁背面の角度(度), α＝26.565
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  荷重状態（水  位）  

常時(水位1)           

    Ntz 
   (kN)   

   -22.816

    Stz 
   (kN)   

    45.631

    Mtz 
   (kN.m) 

   567.819

 

 

3.1.5 断面力の集計

 

  [1]常時 (水位1)

  項  目      Ni  
   (kN)   

    Hi  
   (kN)   

    Xi  
    (m)   

    Yi  
    (m)   

 M ＝Mxi+Myi 
   (kN.m)   

 自    重 

 土    圧 

 地盤反力 

 合    計 

  386.400 

   -8.250 

  -22.816 

  355.334 

    0.000 

  146.112 

   45.631 

  191.743 

   -3.000 

   -2.700 

    0.000 

  

    0.000 

    4.000 

   10.817 

  

  -1159.200 

    606.723 

    567.819 

     15.342 

    ※Xi は設計断面中心からの距離（前面側に向かって＋）、Y i は設計断面からの高さ

 

3.1.6 断面計算（許容応力度法）

  (1)曲げ応力度の照査

 

          ここに、

                σc：コンクリート断面の縁応力度(N/mm 2)

                  N：軸方向力(N)

                  A：コンクリートの全断面積(mm2)，A ＝ 1400000.000

                  M：曲げモーメント(N.mm)

                  W：コンクリート断面の図心軸に関する断面係数(mm 3)，W ＝ 326666.7×103

 

  荷重状態（水  位）     M    
 (kN.m) 

   N    
  (kN)  

  圧縮応力度(N/mm2)   

  計算値      許容値  

  引張応力度(N/mm2)   

  計算値      許容値  

常時(水位1)             15.342  355.334    0.301  ≦    4.500            0.230

                    引張応力度が「－」の場合は，全断面圧縮状態による。
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  (2)せん断応力度の照査

          ここに、

                τm ：部材断面に生じるコンクリートのせん断応力度(N/mm 2)

                Sh  ：作用せん断力(N)

                d  ：部材の有効高(mm)，d ＝ 1400.000

                b  ：部材断面幅(mm)

                τa1：コンクリートのみでせん断力を負担する場合の許容せん断応力度(N/mm 2)

 

 

  荷重状態（水  位）   せん断力 
  Sh(kN)  

 せん断応力度(N/mm2)  

 計算値τ  許容値τa1 

常時(水位1)             191.743     0.137 ≦    0.330 


	表紙
	目次
	1章 設計条件
	1.1 一般事項
	1.2 適用基準
	1.3 形式
	1.4 形状寸法
	1.5 使用材料
	1.6 土砂
	1.7 載荷荷重
	1.8 衝突荷重
	1.9 その他荷重
	1.10 浮力
	1.11 土圧
	1.12 水圧
	1.13 基礎の条件
	1.13.1 許容せん断抵抗算出用データ
	1.13.2 鉛直支持力算出用データ

	1.14 安定計算の許容値及び部材の許容応力度
	1.14.1 安定計算の許容値
	1.14.2 部材の許容応力度


	2章 安定計算
	2.1 水位を考慮しないブロックデータ
	2.2 躯体自重，土砂重量，その他荷重，浮力（揚圧力）による鉛直力、水平力
	2.3 土圧・水圧
	2.4 作用力の集計
	2.5 安定計算結果
	2.5.1 転倒に対する安定
	2.5.2 滑動に対する安定
	2.5.3 支持に対する照査
	2.5.4 鉛直支持力の照査


	3章 竪壁の設計
	3.1 竪壁基部の設計
	3.1.1 水位を考慮しないブロックデータ
	3.1.2 躯体自重，その他荷重
	3.1.3 土圧・水圧
	3.1.4 壁面地盤反力
	3.1.5 断面力の集計
	3.1.6 断面計算（許容応力度法）



